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京都大学構内遺跡調査要項 1993 年度

京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第 1条

第 2 条

京都大学に埋蔵文化財研究センター（以下「センター」という。）を置く。

センターは，京都大学敷地内の埋蔵文化財についての調査研究及び、その保存のため必要な業

務を行なう。

第3条 センターにセンター長を置く。

2 

3 

センター長は，京都大学の専任の教授をもって充てる。

センター長の任期は， 2年とし，再任を妨げない。

4 

第 4 条

第 5 条

センター長は，センターの所務を掌理する。

センターに，必要に応じて，助教授，助手その他の職員を置く。

2 

センターに，調査研究及び保存に関する業務を処理するため，研究部を置く。

研究部に主任を置き，前条の教官をもって充てる。

主任は，研究部の業務をつかさどる。3 

第6条 センターにセンターの事業に関する基本的計画，人事その他管理運営に関する重要事項を審

議するため，運営協議会を置く。

2 運営協議会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

(1) センター長

(2) センターの研究部の主任

(3）前 2 号以外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者 若干名

(4 ）事務局長及び施設部長

3 センター長は，運営協議会を招集し議長となる。

4 

第 7 条

前各項に規定するもののほか，運営協議会の運営に関し必要な事項は，運営協議会が定める。

この要項に定めるもののほか，センターの組織及び運営に関し必要な事項はセンター長が定

める。

センター長

小野山節（文学部教授）

運営協議会委員

大山喬平（文学部教授）

摩地利明（文学部教授）

川又良也（法学研究科教授）

石田英賓（理学部教授）

鎮西清高（理学部教授）

西村進（理学部教授）

西川幸治（工学部教授）

久馬一剛（農学部教授）

足利健亮（人間・環境学研究科教授）

伊東隆夫（木質科学研究所教授）

鎌田元一（文学部助教授）

山中一郎（文学部助教授）

高橋康夫（工学部助教授 1993.4.1-) 

清水芳裕（文学部助教授）

田村誠（事務局長）

青板邦之（施設部長）

研究部主任

清水芳裕（文学部助教授）

同研究員

五十川伸矢（文学部助手）

千葉豊（文学部助手）

伊藤淳史（文学部助手）

古賀秀策（工学部助手 1993.5.1 ～） 

吉井秀夫（文学部助手 1993. 7.1-1994. 3. 31) 

宮原恵美子（施設部教務補佐員）

磯谷敦子（施設部教務補佐員）

中田敬子（施設部教務補佐員）

事務室

松本一代（施設部事務補佐員）
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年度 調遺査跡名名 地点

1923 農学部 1 ・2

1924 農学部 不明

1929 大阪府
主~正－ 満

1934 
大武阪山府古墳阿

1935 北 A届白、 川
小町

1956 農学部 3 

1971 農学部 4 

1972 農学部 5 

安大阪府満

追分地蔵 6 

教養部 7 

1973 農学部 8 

農学部 9 

植物園 11 

1974 農学部 12 

農学部 13 

1975 教養部 14 

1976 農学部 16 
BE 33 区

京都大学構内遺跡調査要項

表6 京都大学構内遺跡のおもな調査

担当者 調種査類の 面（m積2) 

i賓回耕作 掘表採・試

藤本理三郎

水鳥野田 清貞彦一発 掘

ほか

梅原末治 夕ブ、む 掘

梅原末治

)j)j 館 易 採 集

石田志朗 採 集

採 集

小野出山 節 事前発掘 1500 
都比呂志

石田 志朗也 事前発掘 600 
中村徹

藤岡謙二郎 工事中採
集・実測

中村徹也 事前発掘 13 

中村徹也 事前発掘 600 

中村徹也 事前発掘 400 

中村徹也 事前発掘 800 

中村徹也 事前発掘 800 

小中村野山徹節也 事前発掘
750 

泉 拓良 事前発掘 900 

98 

（地点は図版 1 を参照，文献中「埋」は京）
大理文研，「調」は京大調査会をさす。

遺 構 遺 生数 文献 備 考

縄文土器， 梅島原23,
石器 回24

石棒 横山・佐
原60

弥生土器 島田・水
野ほか29

飾乾枕漆棺・玉 梅原36

縄石文器土器， 梅原35

縄文土器

弥生土器 埋79

石棒

条皇の溝 弥生土器， 小野山・ 建保物条をずら
石棒 都出73 し里の溝

を存

弥生土器， 村石田・中
石棒 72 

縄文土器 藤岡73

瓦 1留
縄瓦文（土平器安j 埋78b 瓦i留捜戻し

縄土文師土器器， 中村73

縄棺構文後期斐遺 縄文土器 泉中村74b, 斐遺構棺決の・配移石築・配石 77 
を定

縄文土器 中村74a

縄文土器 中村75

土陶磁師器器 瓦 小野山・
中村76

縄墳文墓晩期土 縄文師土器瓦， 調77
土器，



京都大学構内遺跡のおもな調査

年度 遺調跡査名名 地点 担当者 種調査類の 面（m積2) 遺 構 遺 物 文献 備 考

1976 病院 19 岡回保良 事前発掘 2200 溝古代・中世 土磁師器，瓦， 埋調77, 
AE 15 区 －池・土 陶器 81a 

器溜

植物園 29 吉野治雄 保 存 調77 斐棺移 ・配石
BD 35 区 の築復原

病 院 34 泉 拓良 事前発掘 200 近世溝集 ・井 土師器，瓦 埋78a
AH 17 区 戸・石

教養部 35 吉野治雄 試 掘 10 i1 寺 縄須文恵土器器， 埋77
AS23 区

jヒ 部 36 宇野隆夫 試 掘 10 縄文土器 理77
BJ 33 区

和瀬歌山戸県 丹羽佑一 事前発掘 300 縄墳文墓時代土 縄文土器， 埋78a
人骨

1977 病院 39 
宇岡野田 保隆夫良

事前発掘 800 古溝代護岸， 土磁師器，瓦， 埋78a,
AF 14 区 ，井戸 陶器 埋81a

医学部 41 
泉吉野 拓治雄良

事前発掘 1200 中世溜講井， 土 土磁師器，瓦， 埋79
A018 区 器，戸 陶器

北 部管 43 吉宇野野 治隆雄夫 立
メ口為 溝，土坑 須恵器，土 埋78

電気 師器

教養部 48 宇野隆夫 試 掘 80 i蓉 弥生土器，瓦 埋79
AQ23 区 土師器，
AN23 区

比白河定北殿地 49 岡田保良 試 掘 40 i奪 土磁師器，瓦， 埋79
陶器

AA18 区

1978 理学部 54 
宇吉岡野野田 保治隆夫雄良

事前発掘 500 弥形生周溝中期墓方 弥生土器瓦， 埋79 火形葬周塚溝保墓と方をBE 29 区 土師器，
中世火葬塚 現地存

農学部 55 
泉宇野 拓隆夫良

事前発掘 100 
縄古坑代文土溝坑・土， 縄土文師土器器，

埋79
BG32 区

北部 56 
泉宇野 拓隆夫良

事前発掘 650 縄没文林晩期埋 縄文土器 埋80,
BG 31 区 埋85

本部 57 
吉岡野田 保治雄良 事前発掘

500 近世白川道
陶師磁器器，銭，土貨， 埋80

AW28 区

本 部 60 泉 拓良 立 lロ>. 高道野川i旧河 埋79
A Y22 区

病 院 64 吉野治雄 立 ム口、 井戸，溝 弥生土器 埋79,
AN 19 区 埋80

1979 jヒ 部 66 吉野治雄 試 掘 46 土坑 土恵器師器， 須 埋80
BH 37 区
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京都大学構内遺跡調査要項

年度 調遺査跡名名 地点 担当者 調種査類の 面（m積2) 遺 構 遺 物 文献 備 考

1979 教養部 69 清岡水田 i芳i呆裕良 試 掘 8 弥生土器， 理80
AM24 区 土師器

本 部 70 吉野治雄 試 掘 28 i審，土坑 縄文土器， 埋80
A T29 区 弥生土器瓦， 

土師器，

本部 71 
西浜川崎 幸一志治

試 掘 30 中世溝 土師器，瓦， 埋80
AZ 30 区 瓦器

医学部 74 
清五吉水十野川伸芳治裕矢雄

事前発掘 2776 中世溝，器井i留 土磁師器，瓦旧， 埋81b
AP 19 区 戸，土 陶器，

石器

本 音E 75 五十川伸矢 事前発掘 400 奈住良後期堅 土師器器，白須 埋81b 竪穴住居跡存
A T27 区

穴 居墳道 中
恵、，磁 を現地保

世土墓，
近世路

北 部 79 泉 拓良 立 メ口ミ～ 瓦（平安） 理80
BD 32 区

1980 本 部 89 泉 拓良 事前発掘 115 近世道路， 土世陶師器磁，器近 埋81b
A T27 区 堀

本部 90 
五泉十川伸拓志矢良

事前発掘 1120 
近世白器川建溜道物， ・ま号，~ち

埋83
AX28 区 中世土

浜崎一 井戸・

京美都府月 弘II議童
事前発掘 1468 期弥生中・後 弥生土斧器陶， 埋83 立ち合い調跡

水路土 打製石 磁 査中に遺

坑器，溜中世土 瓦器， を発見中，断査工浜崎一 器
事？フロ金iを し吉野治 掘調

教養部 91 吉野治雄 事前発掘 112 中世井墓戸・ 土師器陶磁， 瓦 埋83
A021 区 土墳 器，器

教養部区 93 吉野治雄 立 メ口" 火葬墓，石 瓦器，陶器 埋81
AM22 列

本実験排部水
98 清水芳裕 立 lロ込

流路i，留中世 土師器，丸 埋83 遺構実jP,IJ
土器 瓦

1981 理学部 109 
泉浜崎 拓一志良

事前発掘 272 古近代世建瓦物溜， 土磁師器，瓦， 埋83
BD 30 区 陶器

和歌山県

泉清 拓俗矢士心良
事前発掘 1500 

話警筑：生告上比 縄硬文玉土管器玉，， 
理84

瀬 戸
五水十川伸芳 配時石代，士

弥製生土器，
浜崎一 塩土器

本 部 110 浜崎一志 事前発掘 34 中世土器溜 土陶磁師器器，，瓦硯， 理83
AX28 区
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京都大学構内遺跡のおもな調査

年度 遺調跡査名名 地点 担当者 種調査類の 面（m積2) 遺 構 遺 物 文献 備 考

1981 教養部区 111 五飛野十川伸博矢文 事前発掘 1716 

橋講主E，，中d墓世門草， 縄須弥恵文生土土器器土， ， 
理84

構存党鐘を鋳現造地保遺AP22 

溶師器解炉器，鋳，. 型，

京本都市山 分布調査
縄緑灰紬紬文土陶陶器器器， ， 

埋83

1982 
京中都海府道 泉 拓良 試 掘 20 中世土器溜 縄文師土器， 理84

土器

病院 122 
清浜水崎 芳一志裕

事前発掘 1028 溝中世，井土戸坑， 土師器白磁， 瓦 埋84AF 15 区 器，

農学部 123 
清浜水崎 芳一裕志

事前発掘 787 縄中文世住土居坑跡， 縄文師土器， 埋84 縄を現文住地居保跡存BF 33 区 土器

和歌山県 泉 拓良 事前発掘 297 古代製塩炉
縄弥製塩文生土器，

埋84
古を代移築製塩保存炉瀬 戸 土器，

土器

本 部 124 
飛泉野 拓博文良

事前発掘 890 物中世濠， 建 土師器陶磁， 瓦 埋86
A T29 区 器，器

農学部 125 
飛泉野 拓博文良

事前発掘 803 中世・溝近世 土師器陶磁， 瓦 埋86
BE 33 区 水田， 器，器

1983 医学部 134 
泉五十、川拓伸矢良 事前発掘

863 土中取世井り戸穴， 須恵器，師瓦 埋86AN20 区 器，土器

北部 135 
清五水十川伸芳裕矢

事前発掘 737 
縄古代文埋・中没世林溝 縄文土器緑， 

埋87
BF 31 区 紬土師陶器器， 

医学部 139 泉 拓志良 立 ,g. 中世土取り 土師器鍋，瓦 理86
AM19 区 浜崎一 穴 器，石

1984 病院 141 
宮浜崎本 一一志夫

事前発掘 863 近世池宜，宜井 縄蓮文土器 埋87
AF 19 区 戸，野 月焼

病院 142 
清浜崎水 芳一裕志 事前発掘

260 
近中世世土土取坑り，穴 土世陶師磁器，器近

埋87
AJ19 区

医学部 143 五十川伸夫矢 事前発掘 1920 
幸中取i世仕構井党り鍾戸穴， 詰

土器，師器鋳，型瓦 埋88AN18 区 宮本一

造遺 ＼ 

1985 北 部区 153 宮清水本 芳一裕夫 事前発掘
624 
古物代跡溝i，毒土建坑 弥生土器須， 

埋88
BJ 31 土芳、器師器，

近世

病院 154 
清浜水崎 芳一裕志

事前発掘 4295 中世世井戸，り 土世陶師磁器，器近 埋89AJ18 区 近士取
菱田哲郎 穴
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京都大学構内遺跡調査要項

年度 調遺査跡名名 地点 担当者 調種査類の 面（m積2) 遺 構 遺 物 文献 ｛蒲 考

1985 病院 155 五十川伸矢夫 事前発掘 3000 中世井土戸，
鋳土世型師陶磁器器，近， 

埋89
A J 19 区 宮本一 近世取り

穴

1986 教養部 167 
清宮難水 芳一裕夫

事前発掘 599 中世・近世 土世陶師磁器器， 近 埋89
A P25 区

波本 洋三
i$年

A 本X 30 部区
168 清難波水 芳洋裕三 事前発掘 330 古代士坑， 磁土器師器， 陶

埋89
中世道

医学部区 169 浜難波崎 一洋志三
事前発掘 331 近世土取り 土師器，陶 埋90

AL20 穴 磁器

教養部区 170 清五水十川伸芳裕矢志
言式 掘 24 中世溝 器士，師器陶器， 瓦 埋89

A L23 
浜崎一

1987 北部 180 
浜難崎波 洋一志三

事前発掘 618 土坑，河川 縄文土器須， 埋90
BD 33 区 土師器，

恵器

A本W 27 部区
181 五十川伸矢豊 事前発掘 1604 中世土坑， 縄文師土器，陶 埋92
千葉 近世道路 土器，

磁器

本 音E 188 清水芳裕 立 止仁3為 邸近堀世尾張藩 埋90
AT25 区

1988 牛ノ宮町 190 
清森水下 芳章裕司

事前発掘 216 中世土坑， 土師器，瓦， 理92
AR 19 区 近世道路 陶磁器

病院 191 浜崎葉 一志 事前発掘 2495 中世土坑・ 土磁師器，瓦， 埋93
A H  19 区

千森下 章豊司
i糞 陶器

病院 192 千木オ本三葉 豊 事前発掘 598.5 近世道路宣E， 土磁師器，瓦， 埋93
AE 12 区 下 章美司 溝井，戸野 陶器

宮原恵子

1989 病院 198 
宮千森葉 豊

事前発掘 805 近宜世E井戸 磁土器師，器，瓦陶 埋93
AE 13 区

原下恵章美子司
野，柵列

1991 病院 200 
千ネオサミζ 葉 豊

事前発掘 393.5 近世井戸・ 土師器，陶 埋95
AG14 区 下章司 道路 磁器

教養部 202 五十川伸τd矢t. 立 -f, 〉、 中世土坑 土師器 埋93
AR21 区 森浜崎 一

下章司

1992 医学部 207 五十川伸章矢 事前発掘 1950 中世井戸， 磁土器師器， 陶 埋95
AM17 区 森下 可 土器溜

北部 208 浜崎葉 一志 事前発掘 1242 
埋近噴砂世納堀遺古構代， 

縄土文師土器，陶 埋95
BA28 区 千豊

磁器器，桟，瓦
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京都大学構内遺跡のおもな調査

年度 調遺跡査名名 地点 担当者 調種査類の 面（m積2) 遺 f薄 遺 物 文献 i詣 考

1992 和瀬歌山戸県 213 伊浜崎藤 一淳志史 立
Z口〉 縄文包含層 縄石文器土器， 埋95

本部 214 
千伊葉藤 淳豊史

事前発掘 1480 中世砂近取り 土師器，陶 第2章
AV30 区 宜穴E， 世野 磁器

1993 北部 217 
清古賀水 芳秀裕策 事前発掘

1323 古世代土溝坑， 中 土師器，陶 第3章
BB 28 区 磁器

本部 218 千二口と葉 豊 事前発掘 929 坑濠中世井戸・ 縄文土器，師 第4章
AW25 区 井秀夫 －溝・土 石器土

器，陶磁器

本部 219 伊藤 秀淳史 事前発掘 1074 古弥代生講流路，中 弥生土器陶， 第2章
AU30 区 古賀 策 土師器，

世土器溜 磁器

総合人間 220 五伊十藤川伸淳矢史 事前発掘 4080 弥古生水田鋳， 縄弥文生土土器器， 
発掘中

学部
造代遺党構鐘， 中A022 区 土師器，陶
世井戸・講 磁器

北部 221 
千吉葉田 豊

事前発掘 1228 古代土器溜・ 土師器，瓦陶 発掘中
BF 34 区 広 土近坑世，道中路世・ 政器，

病 院 222 伊藤淳史 試 掘 112.5 近世道路 磁土器師器・陶 第 1章
AF 12 区

本部 223 
千伊葉藤 淳豊史

JL if 遺跡なし
AW30 区

医学部 224 五十川伸矢 主1 J口'- 中世土取り
AN20 区 穴

医学部 225 五十川伸矢 立 メ口』 遺跡なし
AM18 区

病 院 226 清水芳裕 JL 1仁込" 近世包含層
AH 14 区

病 院 227 古賀秀策 立 15 、 遺跡なし
AG 13 区

病 院 228 古賀秀策 立 主仁〉, 遺跡なし
AGlO 区
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きたしらかわおいわけちょう 26100 l’ 47 ’ 1,323 等校舎新営に伴う発
BB 28 区 北白川追分町 35" 10" 1993 掘調査0930 

ほ本ん部ぷ構こうな内いき京ょう都と府ふき京ょう都と市し左さき京ょう区〈 35 。 135 。 1993 
0906 文学部等校舎新営に

吉よし田だほ本ん町まち 26100 l' 47 ’ 929 
伴う発掘調査AW25 区

25" o・ 1993 
1217 

所収遺跡名 種目。 主な時代 玉 な 遺構 主な遺物 特記事項

本部構内 散布地 縄文・弥生 流路 縄文・弥生土器，石器 有茎尖頭器の出土

AU30 区 集落跡 平安 i糞 4 土師器，陶器 突帝文土器と遠賀川

AV30 区 集落跡 中世 土器溜， j茸，柱穴多数 土師器，陶磁器 式土器の出土

田畑 近世 溝 2 陶磁器

野蛮 多数

北部構内 集落跡 平安 士坑 1 土師器，須恵器，陶器 弥生前期の土石流跡

BB28 区 ii 年 5 を確認

集落跡 中世 土坑 多数 土師器，陶磁器 地震による圧密液状

田畑 近世 i茸・禰列 多数 土師器，陶磁器 化の跡を検出

本部構内 散布地 縄文 縄文土器，石器 縄文土器は後期中葉

AW25 区 集落跡 鎌倉 井戸 1 土師器，陶磁器，瓦 の一括資料

濠 1 

ii 年 4 土坑理士の理化学的

士坑 7 分析

田畑 近世 杭列 土師器，陶磁器

104 


